



























































(1) 私は夏休みに旅行に行くつもりです。  〈意志〉 
(2) 確かに火を消したつもりだ。      〈思い込み〉 
































































































(9) もはや首尾見合せて、この遊びもやめる積りに工面するうちに （好色敗毒散） 
(10) 男子の生まれし時、それが成人の後悪所の遣ひ銀とて百貫目除けてをいたりと
も、それは積りの知れぬ事也。                                         （好色萬金丹） 
(11) 思ひ入れの女郎請出してしまふて、悪所の通ひを止めたが上分別といふ人あれ





















替や何かは（中略）内證で預けないまし         （春色梅児譽美） 
(15) 女房「鉄砲で打殺した物が薬位で届くものじやアないはな。つもりにもしれた





















































































































































































































つもりですハ」                           （春色恋廼染分解・p.46） 
(28) 藤「悔しいねへといはれるつもりで、内の湯を待かねるふりで、おいらを引出














































                                                                   
6 当該箇所の頭注によると、「浮みあがる」は「生活が楽になる」の意とある。 
用法＼前接語 スル その Nの どうするサセル シタ シナイ/ヌサレル ナイ マス トイウ 計
〈達成の意志〉 67 5 6 8 7 1 3 0 0 2 0 99
〈過程の意志〉 3 1 0 0 0 0 0 3 0 0 0 7
〈思い込み〉 2 6 2 0 0 4 1 0 3 0 0 18
〈仮想〉 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 1 5
全体 72 12 11 8 7 6 4 3 3 2 1 129















なる「つもりだ」の例は 39例であり、〈達成の意志〉が 32例、〈過程の意志〉が 2
例、〈思い込み〉が 5例であった。以下、例を挙げる。 
 
(32) 斗「イヤけふはどこへもいかぬ つもりじやがしかしちよつと梅花楼へよろふか」 
（うかれ草紙・p.58） 
(33) マア嫁ざたはわいやりになつてあつた所が此春は親旦那の本卦ですぐに隠居の
つもりなれどかんじんの嫁がきはまらぬので       （竊潜妻・p.206） 
(34) ツネ「マアなんと思ふてまいるやら心が知れんあれでも死んでから極楽へ往く


















































る積りだらう」                                                                                  （怪談牡丹燈籠・p.29） 
(38) 商「ハヽア北さんおめへ洒落の先生のつもりかねしやれとは了簡ちがひな人ダ」 
（西洋道中膝栗毛・p.98） 
用法＼前接語 スル その Nの シナイ/ヌ トイウ 計
〈達成の意志〉 27 1 2 1 1 32
〈過程の意志〉 2 0 0 0 0 2
〈思い込み〉 3 2 0 0 0 5
全体 32 3 2 1 1 39





























は 804例となった。これらを 4つの用法別に分類すると、それぞれ 454例・80例・
254例・16例となった。以下に例を挙げる。 
用法＼前接語 スル Nの その シナイ/ヌ サセル シタ どうする タル/テイル マス 計
<達成の意志> 45 4 2 2 3 0 2 0 1 59
<過程の意志> 7 0 0 2 0 0 0 0 0 9
〈思い込み〉 0 7 6 1 0 1 0 2 0 17
〈仮想〉 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2






とうとう落第してしまったわ」       （夏目漱石『吾輩は猫である』） 
(42) 客が芸者を相手にしている積りでいるだけで、芸者は些しもこの客を相手にし
てはいない。客は芸者を揶揄っている積りで、徹頭徹尾芸者に揶揄われている。 
  （森鷗外『青年』） 
(43) 先生達は二階に通った。幸いにして客はまだ多くなかった。近在の婆さんづれ
が一組、温泉にでも来たつもりで、ゆもじ一つになって、別の室にごろごろし















用法＼前接語 スル シタ 指示詞 テイル シナイ/ヌ Nの どうする トイウ サセル ナイ 形容詞
<達成の意志> 367 0 19 2 23 3 19 9 9 0 0
<過程の意志> 54 0 11 0 7 1 0 2 0 0 0
<思い込み> 13 81 34 43 13 27 0 7 0 7 7
<仮想> 4 7 0 0 0 3 0 0 0 0 0
全体 438 88 64 45 43 34 19 18 9 7 7
用法＼前接語形容動詞テイナイ ヨウナ サレル Nデハナイ テイタ マス 単独 ツツアル タイ 計
〈達成の意志〉 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 454
〈過程の意志〉 0 0 0 3 0 0 1 1 0 0 80
〈思い込み〉 6 6 3 0 3 3 0 0 1 0 254
〈仮想〉 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 16
全体 6 6 5 3 3 3 2 2 1 1 804









対しては矛盾も何も犯していない積りだ。                     （夏目漱石『それから』） 
(45) おれは言葉や様子こそ余り上品じゃないが、心はこいつらよりも遥かに上品な




















 〈達成の意志〉 〈過程の意志〉 〈思い込み〉 〈仮想〉 
実現のあり方 未実現 既実現 反事実 























































































































(47) 北八「しれたことよ。しかしこつちへは来ぬつもりだ」  
（東海道中膝栗毛・p.244） 
(48) 継「実ア僕なんぞも大に悟る所ありだ。以後も放蕩はするかもしれんが。人の
お世話にやアならない積だ」                                  （当世書生気質・p.106） 













































































































さんな筈だよ。私は夫じやア否。おまへとは遊ないよ」  （浮世風呂・p.136） 
(53) 丹「娵がしうとだの。おらア寝やアしねへぜ。かいまきをかけずといゝぜ」 
（春色辰巳園・p.372） 
                                                                                                                                                       
・ベスト百には入る予定もつもりも全くありませんがオークションと同じ IDなので公開される




15 「つもりはない」全 17例のうち〈意志〉が 14例、〈思い込み〉が 3例であり、〈意志〉用法
の比率は 82.4%となる。肯定形式の「つもりだ」（全体から「つもりはない」と「つもりではな
い」を除いたもの）においては全 752例中 494例が〈意志〉用法であり、65.7%となっている。 

























































































































（2017年 10月 14日 受理） 
